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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は,先ず，重森三玲の捉えていた言説の意味を明らかにすることで，彼
の作品制作思想の一端の解明を行ったことである。次に本研究の実測調査やインタビュー調査は，重森三玲の作
庭作品や建築作品や，制作理論の関係性の確立を目指す為に重要になるものであり、庭園作品制作の傾向を探る
うえにおいても重要な位置付になった。成果の特徴は, 3つの段階に分類される自然観を通して,重森が目指して
いた庭を制作する行為が,作品に自己の生命を込める行為であることが引き出したことである。この「自然」に
対する思想は,「永遠のモダン」という,重森三玲の作品制作への理念へと連関していると考えられる。

研究成果の概要（英文）：First, the result of this research is to reveal a part of his work 
production theory by clarifying the meaning of the descriptions of Mirei Shigemori. Next, the actual
 survey and interview survey of this research became important to aim for establishing the relation 
between the garden works of Mirei Shigemori, the architectural works, the production theory, and to 
searching for the tendency of the garden production. The characteristic of the result is to draw out
 that the expressed garden is existence of himself through the viewpoint about “Nature” that is 
classified in three stages. This concept of “Nature” seems to be related to the thought of Mirei 
Shigemori's "Eternal modern". 

研究分野：複合領域（デザイン学）

キーワード： 環境デザイン　重森三玲　庭園計画

  ２版



様 式 Ｃ－１９,Ｆ－１９－１,Ｚ－１９,ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

研究開始当初,重森三玲の「景観・環境」デ
ザイン関連の研究動向は，学術的研究は数少
ないという現状であった。例えば日本建築学
会大会梗概「雪舟による萬福寺庭園の作庭手
法 : 重森三玲による水墨山水画との比較考
察を通して」関本佳奈・真木利江著，
2006.pp.733-734.と，日本造園学会全国大会
研究発表論文集「枯山水庭園の新様式に関す
る研究」クリスティアン・チュミ著，
2003.pp.413-416.等の制作手法に関わる報告
等が，僅かにされているに過ぎない。本研究
の位置づけは，重森三玲の個々の計画作品に
おける制作理論と制作手法を通して,その両
側面を考慮した意味の全体的枠組構造の探
求が特徴である。また，本研究は，ランドス
ケープデザインの制作理念・造形理念の探求
にも通じ，環境・建築デザインの近代化に伴
う建築思潮の形体的・感性的な制作的観点の
問題の根底を開拓し，調和ある歴史的景観構
成や現代環境デザインの合理性・実用性の計
画的観点へと展開させることを視野に入れ
て遂行した。 

 

２．研究の目的 

（1）全体構想の要旨 

本研究の全体構想は，ランドスケープデザ
インの歴史的視点から,重森三玲に注目し，彼
の作品や文献を「庭園・景観計画」の事例と
して，多様に存在する彼の個々の庭園・景観
の計画（作品）と制作理論・制作手法の展開
を分析し，その歴史的な変遷を検討すること
を通して,環境デザインや「ものづくり」に関
わる計画（作品）におけるその制作理論と制
作手法の意味の全体的枠組みの構築を目指
すものである。 

 

（2）具体的な目的の要旨 

本研究の具体的な目的は，「景観・環境デ
ザイン」において不明瞭な制作理論と制作手
法の関係の全体的枠組みに関して，重森三玲
に注目し，作庭作品や文献の調査に即してそ
の制作理論と制作手法の個々の変遷過程を
辿ることで，それらの意味の全体的構造を明
らかにすることである。手続としては，先ず,

ランドスケープデザイナーの先駆者でもあ
る重森三玲の計画実施作品と著述の個々の
調査・整理・検討を通して，彼の「庭園計画
における制作理論と制作手法」の変遷におけ
る諸問題が，計画者自身の内奥の事柄も含め
ながら導出される。次いで，その内容の解釈
を通して，その意味の全体的な枠組構造が抽
出される。このことは，「景観計画」や「環
境計画」，デザイン(教育)の問題を考える上に
おいて，公共建築物などの整備や管理におい
ても，人間と環境と建築をデザインとして密
接に連携し，美しい景観づくりの具現化にも
直結する。 

 

 

重森三玲を通して，「景観・環境」の制作
理論と制作手法の応答関係を探ることは，重
森三玲の「景観・環境」デザインの思想的背
景を探ることでもあり，彼の心象風景の内面
的な意味の構造化が促進することになる。 

また，重森三玲は，24 歳で日本美術学校研
究科を卒業するが，26 歳の時に「文化大学院」
の創設を企図し，通信講座による講義をはじ
め，自らも講義を担当することになった。こ
の構想は，1 年後の関東大震災で挫折するこ
とになるが，当時の講義録である『現代美術
思潮講義録』と『現代哲学思潮講義録』は，
彼の「制作術」の根本に据えられている可能
性がある。本研究は，重森三玲の「制作術」
と作庭作品や建築作品，制作理論の対照的関
係性の確立を目指すものであるが，作品制作
の傾向を探るうえにおいても震災以前・以後
は大きな変換点と位置付けられよう。これら
との応答関係を探ることは，重森三玲の大き
く揺さぶられた青年期の思想的背景を探る
ことであり，その時期の重森三玲の「制作術」
を明確にすることになる。 

 

３．研究の方法 

（1）具体的な研究方法の要旨 
以下の①～⑤に沿って進めた。 

① 重森三玲の作庭作品や建築作品の実施作
品を含む文献資料の調査。 

② 上記の調査資料の整理，分析。 
③ 「景観・庭園の制作手法と制作理論の展
開」に示される理論的枠組みの展開の抽
出・検討。 

④ 「制作手法と制作理論の展開」に示され
る外的要因と内的要因の意味の類型化と
構造化。 

⑤ 「景観・環境」デザインにおける「制作
手法と制作理論」の理論的枠組みの設定。 

 
また，本研究は，さらにより具体的な進め

方（方法）として，重森三玲が，実用的で合
理的な作庭や建築を追及すると共に，芸術家
の「精神的風景」として，人間存在そのもの
に関る「作品制作」を追求していることから，
この問題に対する資料を収集し，重森三玲の
作庭家・建築家としての「意匠心」とも言う
べく「合目的性を超えた意匠の世界」の視点
から，「景観・環境」デザインの内面的性質
を探ることになる。対照される文献資料とし
ては，例えば『庭，作る楽しみ・見る楽しみ』
や『庭，こころ，かたち』等々の著作資料か
ら，「形と心」の心的交流の問題に関心が向
けられ，その問題を重要視してきた重森三玲
の特徴についてさらに詳しく精査を行った。   
特に「景観・環境」デザインには，作品の

実体的な側面としての「外面的性格」と，人
間の内面的風景とも言える「内面的性格」と
の２つの「制作理論と制作手法の展開」を考
える必要がある。先行する既存研究をさらに
展開し，重森三玲が，この２つ性格の「制作
理論と手法」をどのように連携し展開させて



いたかを，諸種の問題点に着目してみていく
ことになる。やや冒険的に言うならば，「重
森三玲の景観・庭園における制作理論と理論
手法」で重要なことは，視覚的に｢見える形｣
を通して，本質的な「見えない形」を如何様
に主題化しようと試みたかということであ
ろう。視覚的に「見えない形」へのアプロー
チは，本来的に「見えざるものの形」を探る
ことになる。重森三玲にとって「人間の心」・
「精神的なること」は，制作原理の拠り所と
しての「超越的なる事柄」の根底層を探求す
ることである。 
 
（2）具体的研究内容 
平成 26 年度中は，各地に散らばって現存

する重森三玲の作庭作品や建築作品の実施
調査等を中心としながら，同時に，文献資料
調査も並行して行い，文献実証的な立場から
検証考察を行った。作庭作品としては,和歌
山県高野山の西南院，桜池院，正智院，西禅
院，福智院，光臺院，本覚院，さらに，岐阜
県美濃加茂市の正眼寺観音像前庭，長野市若
穂綿内の北野美術館，長野県木曽町福島の興
禅寺看雲庭，長野県松本市出川町の中田家庭
園等の実測調査とインタビュー調査等を中
心に行った。文献資料としては,高野山教育
委員会，名古屋市立舞鶴図書館等々で図面や
著書について収集を行った。 
平成 27 年度中は，豊國神社,林昌寺,桜池

院,福智院 愛染庭,松尾大社,東福寺本坊,光
明院,重森三玲庭園美術館等の調査とインタ
ビューを中心に行なった。「重森三玲の作庭
を巡る庭園」に関する庭園調査を実施するこ
とにより,重森の庭園の実態把握,記述資料
の収集,インタビュー等を行い,それらの庭
園の計画を分析し,制作理論と制作手法の解
明に向けて,作庭問題の所在を明らかにした。 
平成 28年度中は,重森三玲の設計作品であ

る茶室「犀庵」（金沢県立能楽堂敷地内移設）,
光明院庭園「波心庭」・茶室「羅月庵」,東福
寺本坊庭園,重森三玲庭園美術館,泉涌寺等
への調査とインタビューを中心に行った。同
時に,重森三玲の庭園研究対象地であった兼
六園,金地院,平城宮跡東院庭園等の古庭園
に対する実測調査とインタビュー調査等を
行った。調査と並行して「制作理論と制作手
法」の展開を辿ることも行った。著述を多数
残している重森の文献資料の精読や当時を
知る関係者へのインタビューを行うことで，
彼の作庭の捉え方を庭園調査ばかりでなく，
彼の庭園思想の分野へも拡張して，その作庭
術の理論的枠組みの検討が出来た。これらの
理論的枠組みからは，重森三玲の「景観・環
境」デザインに関わる内面的な深層の心象風
景の影響関係も探られる。それらの意味の類
型化の中から，「制作手法と制作理論の展開」
の外的要因ばかりでなく，内部的にとらえた
心象風景の深層として，「制作理論と制作手
法の展開」の意味の構造化が行われ，検証考
察を続けながら結果が纏められた。 

４．研究成果 
（1）作品制作理念について 
本研究の成果として,重森の記述より，彼

の捉えていた言説の意味を明らかにするこ
とで，彼の作品制作思想の一端の解明を試み
た。本研究では，文献の記述のなかの意味を
対象とし，そこに重森三玲の表現した言説の
意味の構造化を行ってきた。また，本研究の
実測調査やインタビュー調査は，重森三玲の
作庭作品や建築作品，制作理論の対照的関係
性の確立を目指す為に重要になるものであ
る。特に，庭園作品制作の傾向を探るうえに
おいても重要な位置付になる。 
これらの対照的関係を探ることは，重森三

玲の庭園制作術の意味を明確にすることに
なる。重森三玲の作庭作品と建築作品の調査
に加え，文献調査における外面的・内面的な
両性格の検討を通して，それらの「制作理論
と制作手法の展開」の意味の類型化と構造化
が図られる。特に,「自然」に関する言説を
通して,重森の目指していた庭を制作する行
為は,作品に自己の生命を込める行為である
ことが引き出された。具体的には,以下の 3
つの段階の「自然」観によって分類される。 
①「自然」は，人間の手が加わっていない事
柄である。神のみが自由になし得,人間を
も支配し含んでいる。神が作った「大自然」
と表現され,神そのものとして崇拝や畏敬
の対象となる。 

②「自然」は，人間が,①の「自然」を模倣
し,写実することによって作られた庭園で
ある。人間が①の「自然」を「直訳」して
表現したものである。美的感覚を含んでい
るが,芸術行為以前の段階である。 

③「自然」は，人間が,②の「自然」に対し,
「創意的内容」を加えた庭園である。「言
葉に表われぬ余情」や「目に見えぬ景色」
を含む点で芸術となる。人間が,①の「自
然」を「意訳」して表現したものであり，
人間と神の共同作品である「超自然」と表
現される。 
この「自然」に対する思想は,「永遠のモ

ダン」という,重森三玲の作品制作への理念
へと連関している。「モダン」という重森独
特の理念は，重森三玲初期の著作から見られ
るものではなく，1958 年出版の『庭 作る楽
しみ見る楽しみ』により初出し，古庭園の調
査や作品制作等を通じて徐々に導き出され
たものであると考えられる。神が制作した
「自然」が,神そのものとして崇拝されるよ
うに,重森が制作した庭は,彼の作品である
と同時に，彼の生命として捉えられた。「永
遠のモダン」とは,彼が庭園作品に込めた自
己の生命を指しており,作品を通して永遠性
を目指していたと考えられる。こうした背景
のもとに，重森の残した作品や文献を対象資
料とし，重森三玲の作庭思想を解き明かすこ
とで重森三玲に対する再評価を行い，議論に
一石を投ずることに重要性がある。 
 



（2）作品制作手法について 
重森が制作した庭園作品において，その特

徴として取り上げられる「市松模様」の意匠
を用いた作品は，「東福寺西庭・井田の庭」「東
福寺北庭」（1939 年），「漢陽寺庭園」「福智院
愛染庭」（1974 年）の 4 作品である。特に，
東福寺庭園は，世間へ重森三玲の名前を知ら
しめた初期の代表作であるとされる。さらに,
光明院波心の庭に見られる配石手法は,重森
独自の創作であることが彼の記述からも明
らかである。これらの言説から光明院波心の
庭は,重森初期の作品でありながら創作的な
立場での作品であり,観賞者の視点を踏まえ
た作品であることが伺える。この「光明線」
という石組の手法に着目し，市松模様の意匠
が用いられる 4 庭園を概観すると，1974 年に
制作された福智院愛染庭においては,明確な
線が出ていないものの,築山上部の三尊石か
ら発せられる石より「光明線」を見出すこと
が出来る。 
制作思想研究として取り出された「モダ

ン」の性質として,制作者の「創作」によっ
て「永遠性」を獲得することが出来ることが
挙げられ,ここでの市松模様は,神の制作し
た「大自然」を乗り越え,「超自然」の域へ
と到達するために用いられたことが明らか
となった。これらの市松模様を用いた狙いが
「永遠のモダン」であることを踏まえ，2 つ
の年代の差異性について考証を行った。 
①重森の「市松模様」は，「永遠のモダン」
という言説に関わり，特に後期において
「神」と関わる事柄として捉えられる。重
森にとって作品を「芸術」として引き出す
ために「自然」を超えた「超自然」の領域
に踏み込むことが必須であった。そのため
に制作者である人間は「神」と対峙し一体
となることではじめて「神」の創作した「自
然」を超えることが出来る。重森の思想は
晩年において,「神」をただ崇拝し崇める
対象として捉える立場から,「大自然」を
「創作」した「制作者」として捉えるよう
に移り変わる。こういった変化の下に,晩
年の作品も「神」への意識が強くみられる。 

②重森の庭園作品に見られる市松模様の意
匠は，初期においては石組とは独立した人
工的な意匠として用いられているが，後期
においては石組を市松模様内に用いる点
や，「築山」のような自然を模した意匠と
同時に用いられる。また，重森が用いてい
た「光明線」という石組の手法に着目する
と，「人工的な市松模様による造形」と,「自
然を模した築山の造形」の両者を貫くよう
に配石されている。重森にとっての石組は,
「人工」と「自然」の両者に跨り,繋ぐ要
素として扱われ，石を組む行為によって
「神」と対等に対峙し,「神」の創り出し
た「自然」を超えようとしていた。 
結果は，上述①②の通り，彼の作品制作思

想が「市松模様」の作品制作手法の変化へと
影響している点が考察として導き出された。 

（3）まとめ 
本研究の成果として,重森三玲の捉えてい

た言説の意味を明らかにすることで，彼の作
品制作思想の一端の解明を行った。また，本
研究の実測調査やインタビュー調査は，重森
三玲の作庭作品や建築作品，制作理論の関係
性の確立を目指す為に重要になるものであ
り，庭園作品制作の傾向を探るうえにおいて
も重要な位置付になる。思想の変化の時期を
考察する一例として，重森三玲は 78 の著作
のうちで「鑑賞」「観賞」の語を意図的に区
別して用いている。1946 年頃までにあたる初
期の時期においては，主として「鑑賞」の語
が用いられ，1964 年頃までにあたる中期にお
いては「観賞」の語が用いられる。その後，
1975 年までの晩年にあたる後期では「鑑賞」
「観賞」の両者が同時に用いられている。こ
れらの変化には重森の「自然」に対する思想
の変化が推察され，「大自然」を創作した「神」
と，「自然」を操作する芸術家の立場や関わ
り方について，多くの記述を残すようになる。
晩年の重森は，庭園制作において「神」の制
作した「大自然」を芸術家は超えていかなけ
ればならない，「神」と「芸術家」が対等な
立場で協力して作品を創作する必要がある，
といった記述を残し，庭園制作を行っていた。 
このように重森三玲の作品制作思想は，大

きく転換する事こそないものの，時間の経過
につれて深化しており，「自然」に「神」と
いう主体を見出すようになる。同時に庭園を
「鑑賞」し「観賞」する人間の立場や，庭園
を創作する芸術家の，庭園との関わり方が変
化していくこととなる。こういった変化の契
機は定かでないものの，重森の捉える自然観
に変化があったことが捉えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図１：構造化した「自然」に関する言説 ） 

 
特に, 上述した 3つの段階に分類される自

然観を通して,重森が目指していた庭を制作
する行為が,作品に自己の生命を込める行為
であることが引き出された。重森は「石を組
む」行為によって「神」と対等に対峙し,「神」
の創り出した「自然」を超えようとしたので
ある。「市松模様」の手法は，石組や築山と
いった自然の要素と組み合わさることによ
って重森の「永遠のモダン」を実現させるた
めの要素であった。 
この「自然」に対する思想は,「永遠のモ

ダン」という,重森三玲の作品制作への理念
へと連関していると考えられる。 
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